住まいのバリアフリー

　　　　　　　　　相本 幸恵((株)はんど，２級建築士，福祉住環境コーディネーター２級)

１．バリアフリーとは

　住宅は，不特定多数の人が利用する公共施設や商業施設とは性格が異なる。家族だけが主に利用する空間においては，その家族のためだけのバリアフリーがあるはずである。

今までできていたこと，あるいはなんでもなかったことができなくなる，または困難になった時，住み慣れた地域で家族とともに　住み慣れた我が家での生活を維持しつづけるのに住環境整備は欠かせない。バリアフリーとは，障害を取り除き，個人の「○○したい」という思いを実現するために様々な工夫をすることである。事例を通して「バリアフリーの実現」について考察してみたい。

２．事例　　　　～　ある家族のバリアフリーの実現　～

田中英夫(仮名)さん４０歳 男性 脳血管障害 移動は車椅子使用　妻 真弓さん ３３歳　　　　

英夫さんの退院にむけて　真弓さんより住宅改修の相談をうける。

　　　　住宅　　　　　木造２階建て １階： 玄関，内階段，倉庫，車庫 　２階： 4LDK，トイレ，浴室

　　　　家族構成　　　英夫さん，真弓さん，子供（5歳男児，3歳，１歳女児）

　　　　　　　　　　　英夫さんの両親　　同一敷地内の木造平屋建てに居住

　　　　相談内容　　　入院先の病院で，退院にむけての話し合いがあり住宅の図面を見せたところ，｢2階での生活は無理なので，両親の住む平屋で生活したほうがよい。」とのアドバイスをうけた。しかし，どうにか｢自分達の家｣で今まで通り5人で生活したい。

H１５．７．１１．　筆者が所属する介護ショップへ真弓さん来店。｢障害を持ち，車椅子で生活することになった主人が，２階で暮らすのは無理なことなんでしょうか。」という質問を受けることから聴き取りが始まった。ショールームにて，階段昇降リフト試乗。「これがあれば２階で生活できる。」という希望をもたれた様子。

７．１５  　田中さん宅訪問。階段昇降リフトの設置について　住宅の構造に問題がないことを確認。ただし，転落事故を防ぐために，2階の階段踊り場について整備が必要であると判断した。リハビリの担当者に確認したい項目をリストアップし，筆者が直接担当者と面談することについて真弓さんに同意を得る。要確認項目①障害の程度（真弓さんの認識では　左片麻痺）②車椅子での移乗動作の安定性③移動，排泄，入浴等の動作（介助の有無）④危険に対する認知力⑤退院時の回復レベルの予測

７．２９．　病院訪問　リハビリ担当　A氏と面談。英夫さんの障害について説明をうける。真弓さんによる回復への期待と専門家による見通しにギャップがあることを知る。A氏より真弓さんとの関係がギクシャクしているとの話を聞く。この時点で　筆者は，2階での生活が可能かどうかを判断することよりも　それを実現するために何が必要であるかを検討したいと意志がかたまっていた。真弓さんの望む生活が可能かどうかの判断には，構造上の問題を解決すればよいだけではないことは明らかであり，A氏の心配も理解できる。しかし，その上で真弓さんには｢夫はやる気もあるし，実際頑張ってもいるんだ。｣という思いがある。「主人に対して，無理だよ，ということばを使いたくない。」という真弓さんの気持ちに添いたいと決意した。真弓さんに対しては　転落の危険について最大限の防御はするが，2階での生活を決断する以上，覚悟も必要であることを確認。A氏に対しては　｢家族の希望を叶える方向で住宅改修のプランを作成したい。｣との意志を伝えて同意を得，退院の時期について予定が決まった時点で同行訪問することにした。

１０．１．　医療ソーシャルワーカー，理学療法士，作業療法士同行にて田中さん宅訪問。住まいの状況確認。同行訪問にあたり，筆者はすでに改修プランを固めていた。現場で相談しながらプランをつめるやり方では時間もかかるし，何よりも様々な場面で｢○○はできないかも。｣という否定的な言葉が飛び出す危険性があり，それによる真弓さんの拒絶反応を避けたいと考えたからである。それで，筆者のプランで問題点があるかどうかを確認する作業にしたいと考えた。どうすれば希望を叶えられるかを協議する機会にしたかった。真弓さんにとって筆者は自宅での生活を実現するために共に頑張る味方なのだ。なんとか病院スタッフに「やれるかもね。」と言わせなければならない。プランに沿って住まいを点検。課題はやはり｢階段昇降リフトへの移乗の安全をはかることと階段からの転落を予防すること。」であった。介護ショップにて英夫さんが階段昇降リフト試乗。車椅子からの移乗動作確認。手すりを設置することで移乗動作はかなり安定しそうだという見解に落ち着いた。リフト設置について理学療法士，作業療法士から同意を得ることができた。これで，２階での生活の実現に向けて，支援者が共通認識を持つ事ができた。11月末退院にむけてスケジュール確認：階段昇降リフト設置，改修工事実施→車椅子，電動ベッド準備の上，外泊→ケアカンファレンス→改修工事再調整，手直し→退院

　　　住宅改修項目①2階踊り場にて車椅子をバック走行させないため，車椅子の転回スペースを確保する。②トイレ開口幅を拡大，敷居撤去による段差解消。③寝室入り口，ドアを引き戸に加工。④手すり取り付け。（リフト移乗用，トイレ）※　入浴については当面，通所サービスを利用する。

１０．６．　大工と現場確認。2階踊り場にて，大工が「ここから落ちたら大変だあ。」と一言。これから任される仕事の重要性を実感した様子。トイレについては，｢前傾姿勢を支えるための足つきは跳ね上げ手すりをつくって欲しい。｣と希望した。｢何それ，どんなもの？｣と大工が質問してきた。｢必要ない時は壁に収納されていて，英夫さんが便器に移乗したら前方に現れる折りたたみテーブルのような手すり。｣と答えた。「どうやって壁に固定するの？」「足はどうやってたてる？」と今度は大工から次々に質問が飛んできた。そういわれても筆者は「とにかくそういう手すりが欲しい。」としか言えない。市販の跳ね上げ手すりは，取り付けた側の壁だけに力がかかるため，手すりの幅がせまい。左右の手をゆったり乗せるだけの幅は求められない。したがって，壁から手すりを下ろして足を固定し両手を乗せて身体をあずけるというカタチにしたかったのである。しかし，云うは易く行うは難しで，大工は様々な部材，金物等を検討しなければならなくなった。その日から大工はホームセンターを何件もまわり折りたたむための蝶番や足をロックする金物，壁に収納するための部品などたくさんの品物を見ながらあれこれ思いをめぐらせたらしい。

１０．１６．　階段昇降リフト設置。電動ベッド搬入。

１０．１７．　真弓さんへ電話。｢子供達が，お父さんのリフトとベッドがかっこいいといって大喜びしている。｣と聞いた。子供達の反応が気がかりであった筆者は安心した。

１０．２３．　住宅改修工事。手すりは，外泊時　本人と位置確認のうえ取り付けることとし，それ以外の工事　実施。真弓さんより，｢主人の車椅子を押してあげたがる子供達が階段から転落したらと思うと心配でたまらない。｣との訴えがあった。｢主人は，車椅子をバックさせる時に後方への注意を怠る。｣のだという。作業療法士に相談。自宅を想定した訓練において，トイレから寝室へ戻る際，必ず転回スペースにて向きをかえ，前進で階段踊り場を通行するよう習慣づけしてほしい旨お願いする。

１０．３１．　初めての外泊。排泄について，今回はポータブルトイレを利用する。真弓さん　不安感が強い。｢連休中でも　スタッフがいるから何かあったら連絡して。｣と伝え，男性スタッフが真弓さんからの緊急連絡に対応できる体制をとる。階段昇降リフト乗降用手すり取り付け完了。踊り場移動，転回スペースでの動作を確認。問題なし。介護ベッドの上に枕がふたつ並んでいた。「ぼく，今日お父さんといっしょに寝るんだあ。」という子供のことばがうれしかった。英夫さんの姿が子供達の目にどう映っているのかこころの中で心配していた。子供のことばは素直で率直であるだけに聴く者にとって時に残酷であるため｢お父さんのことをどう思っているのだろう。｣と様子をうかがっていた。しかし，取り越し苦労であった。子供達はいっしょに寝たいと思うほどお父さんの帰りを待ちわびていた。家族がこんなに待ってくれている英夫さんは幸せだなあと感じて気持ちが暖かくなった。夜，真弓さんに電話をいれた。「すっかり落ち着いて順調。」とのことだった。

１１．１３．　病院訪問。リフト用手すり取り付けの完成写真提示。トイレの手すりについて検討。

１１．１４．　2度目の外泊。足つき跳ね上げ手すり設置。職人の知恵はすごい。｢言ってみるもんだ。できるのねえ。｣と感心した。真弓さんも満足そう。常松大工作，英夫さんオリジナルの手すり，うまく使いこなしてほしいと願っている。筆者は常日頃から｢職人は魔法使いだ。｣と思っている。「あんなものがあったらいいな。こんなものが欲しいな。」と伝えれば見事にカタチにしてくれるからだ。

１１．１８．　真弓さんに電話。少し疲れ気味。子供達が父親の状況に慣れて，気遣いを示す様子がうれしい一方で，退院後の生活を思うと不安がフツフツ・・・という状況。２階での生活が可能かどうかの緊張感から少し開放されたと思ったら今度は現実の生活がなんとなく見えてきて立ちすくんでしまう真弓さんの様子が手にとるようにわかる。２度目の外泊。短期間ではあるが真弓さんは精神的にも肉体的にもくたくただ。子供さんにまだまだ手がかかるのにご主人も目が離せない。この生活が綿々と続いていくと考えるだけで気が遠くなる。しかし，「周囲の支援があるからこそがんばれるんだ。」とも話された。この電話で初めて真弓さんの涙声を聞き，涙がこみあげた。｢初めて訪問したときに　ウエディングキャンドルをみてすごくつらかった。今までの生活よりも，障害とともに暮らすこれからの生活の方がずっと永くなることを考えると胸がつまる思いよ。でも，これからの新しい生活をもう一度，築いて欲しい。｣と筆者の気持ちを伝えた。家族のなかでの真弓さんの役割もこれまでとは違ってくる。筆者はかげながら真弓さんをずっと応援していきたいと思っている。

１１．２０．　病院にてケアカンファレンス。ケアマネージャーが加わり外泊時の問題点や退院後のサービス利用のて話し合いがあった。英夫さんからスポーツサークルへの参加希望の話が飛び出して，意欲的な様子に心の中でガッツポーズした。

１１．２０～２４．　３度目の外泊。英夫さんが車椅子から降りて這って和室へ移動し，子供さんたちと交流されたとのこと。真弓さんの楽しそうなうれしそうな笑顔が目に浮かぶ。真弓さんの覚悟が改めて固まったようだ。電話の声が明るかった。その後，英夫さんは無事に退院。筆者はあえてしばらく距離をおいた。在宅生活がはじまった時期の葛藤はケアマネージャーが支えてくれる。少し落ち着いた頃に真弓さんと会ってゆっくりお茶でも飲みながら何ヶ月かの戦いの日々を真弓さんのことばで聴きたいと思ったからだ。念願のお茶の日，真弓さんは元気そうに見えた。いろいろなことがあったのだろうことは予測できたが，それでも元気そうに見えた。「家を出たいと思ったこともあったよ。でも，退院から３ヶ月くらいたったある日，お互いが遠慮して言いたいことも言わず，ヘンに気遣いをするのがよくないんだと思って思いの丈をぶつけあったの。そしてふたりで思いっきり泣いたらすっとして吹っ切れたの。」と話してくれた。強くなったんだなと感動した。背中を押し，支えていたつもりの筆者が，本当は真弓さんからたくさんの勇気やバイタリティーをもらっていたのだ。筆者は真弓さんの思いに突き動かされていたのだと思う。日々，葛藤しながらも家族５人での笑いの絶えないにぎやかな生活が続いている。

3． バリアフリーの実現

この事例では，「家族５人で今まで通りの生活をしたい。」という家族の思いがはっきりしていた。真弓さんの強い思いは，少しづつ支援者の気持ちを引き付けなんとか思いが叶えられるように団結させ，ついにはその生活を実現させた。思いを明確にすること，そしてそれを伝えることはその家族のためのバリアフリーを実現する第一歩である。そして，家族の思いをしっかりと聴き取ったプランナーは，その思いに応えるべく住環境改善のプランをたてる。バリアになっているものが何なのかを見極め，それを克服するための対策を練らなければならない。気持ちの持ち方で解決できるもの，人の助けによって解決できるもの，道具によって解決できるものなど，様々な知恵と工夫がバリアフリーを実現する。一方で，住宅改修等，職人による専門技術を必要とする場面も多い。「絵に描いた餅」である図面をカタチにしていくのは職人だからだ。プランナーは，家族と職人をうまく結びつける役割も担っていると考える。真弓さんの熱い思いと英夫さんの懸命な姿に感動した常松大工は，時間をかけて何度も何度も微調整しながら英夫さんのための住環境を整えてくれた。

別の事例をもうひとつ紹介したい。ある時，ケアマネージャーから相談があった。被害妄想のある高齢者が「床下に誰かいる。私は狙われている。どうやら床下に大きな穴を開けて出入りしているようだ。そこをふさいで欲しい。」と言い続けている，とのこと。実際には穴なんか開いていないし，｢開いてないよ。｣と伝えても納得しないそうである。そこで大工に床下にはいって穴をふさぐふりをして欲しいという依頼であった。大工は大きな道具袋を腰につけ，｢今から穴をふさいで来るよ。｣と言って床下にはいり，トントンいかにも作業をしているらしい音をたててくれた。もちろん，音をだすこと以外に床下にいる必要はないのであるが，しばらく床下にいた後，おもむろに這い出してきて，「もう大丈夫ですよ。」と告げた。本人はすっかり安心した様子で，「これで安心して眠れる。ありがとう。」とお礼をのべられた。床下で音をだすなんて，大工にとってははじめての仕事だったが，「こんな仕事もあるんだね。役にたててよかったよ。」と大工自身が喜んでいた。相手が喜んでくれていることを肌で感じ，自分の技術が誇らしかったのだと思う。職人はそれぞれが，専門の技術と経験を持っている。目の前の人が「こんなことで困っている。」「○○できるようになりたい」と願っているということをしっかり伝えさえすればその希望を叶えるために，知恵をいかしていろいろなカタチをつくりだしてくれる。

バリアフリーの実現のためには，１．本人，家族が生活への思いをはっきりと描き，それを伝えること。２．プランナー（設計者）は，その思いを受け止め，様々な工夫によりバリアフリーのプランをたてること。そして施工者が，本人，家族と同じ視線でバリアフリーの実現に関われるように「思い」を伝える役割を果たすこと。３．施工者は，技術者として，また連携の一員としての意識をもって期待に添うよう仕事に取り組むこと。１度のバリアフリー工事で，すべてが解決するわけではない。しかし，その工事に関わったたくさんの人の思いとバリアフリーの実現の経験が，後の家族の生活を支える一助になればと願っている。
　　　　　　　　～　工事依頼者の思い　～　　田中(仮名)真弓
　　主人が発症してからの出来事は私にとって毎日がいろいろなものとの戦いの場でした。そして「バリアフリー住宅」というのもそのうちのひとつでした。退院するにあたって病院で自宅の間取り図を見せました。我が家は，２階が住居で１階は倉庫，車庫，隣に主人の父母宅（平屋）があります。病院の作業療法士(OT)，理学療法士(PT)は，ただそれを見ただけで父母の家に引っ越すかもしくは主人ひとりを父母宅で生活させるか別の施設への入所かを薦めました。そして我が家での生活は絶対にだめだと言いました。他にも，車を障害者用に買いかえたほうがよいと言われました。小さい子供がいるからということと，２階だからということで，｢階段が危険｣の烙印を押され，｢安全のため｣ということでいとも簡単に引越し，買いかえを言われたことにどうしても納得がいきませんでした。ミニカーやドールハウスを買うのではあるまいし，右から左へ「はい，そうします。」って言えるわけないし，誰がその費用を出すの？って思いました。あまりに一方的な助言と我が家を見ないままで否定されたことに対してはらがたち，すぐに介護ショップへ行ってみました。この時，もし，ここでも｢無理ですよ。｣といわれたら県内のリフォーム店，工務店に足を運ぶ覚悟でした。そして全部断られたら素直にOT，PTに従おうと思っていました。そして相本さんに出会い，半ばプンプンプリプリ，半ば半ベソ状態で今までの経緯と自分や主人の思いを訴えました。そしてすぐに家を見てもらい，そこでもらった言葉が「大丈夫，階段さえ上手にのぼれたらあとは，少しの手直しでご主人も家族と一緒に住めますよ！」でした。

私は｢絶対住めますよね。｣と味方がついてくれたことに自信を持ち，｢相本さんの太鼓判つきなので今の家に住みますから　その方向で考えて下さい。｣とOT，PTにはっきり言いました。でも，まだギクシャクするので婦長さんにも「私は家族で主人の建てた家に住みたいし，リフトをつければ生活は可能と言われたので，他の選択肢はありません。今の家での生活を想定したリハビリを考えて下さい。」と話しました。婦長さんは「そうですね。」と言って下さいました。そして実際にOT，PTにも我が家を見てもらい「これなら階段さえ気をつければ住めますね。」という言葉をもらいました。その場で手すりの位置などを話し合うことができて退院までの間に本当にスムーズに改修工事ができました。大工さんが苦心して作ってくれた｢跳ね上げ式ひじおき｣のおかげでトイレでの介助も減りました。今では跳ね上げ手すりがなくても大丈夫ですし，自宅では，自立してトイレにいけるようになりました。危険マークの階段も，転落もなく無事に今まで過ごしています。あの頃のことを改めて考えると今も涙がでます。なつかしい気持ちと思い出したくない気持ちの半々です。その反面，忘れたくないという気持ちも強いです。私たちは，自分たちの困った状況をベラベラとしゃべってしまう夫婦です。そのおかげで，いろいろな人からの知恵と手助けをいただき，それを支えにがんばっていけるのだと思っています。OT，PTさんたちとも考え方の違いはあったけれども，聞き入れてもらえるまでとことんみんなで話し合えたからこそ今があるのだと思います。

我が家のように若くして不自由になり大黒柱が働けなくなった場合，いかにお金をかけずに「より不便を減らす」生活をするかという課題もでてきます。そして主人が不自由な身体になってはじめてこの世の中が｢不便だらけ｣だということに気がつきました。何事もだまっていては気持ちは伝わらないので，困ったことを誰かに相談できて，そこから知恵の輪が広がって，少しでも多くの人が安全に外出したり，在宅で生活できるようになるといいなと願いつつあらゆるところで訴えています。

４人プラス自分の面倒を見るのは本当に大変で，忙しすぎてケンカすることも，発狂してしまいそうなことも多々あります。でも，家族一緒に住めること，父と子供たちの関係が絆の深いものになっている姿を見ると｢我が家に住めてよかった。｣と思います。
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